
知
ら
れ
ざ
る

京
都
旅
。

水
運
の
父
、

角
倉
了
以
の

功
績
を
巡
る
。

♯001
 incoming        of spring
Trip in Kyoto

京
都
に
都
が
で
き
て
１
２
０
０

余
年
。
そ
の
間
、日
本
の
歴
史
を

変
え
る
よ
う
な
出
来
事
が
起
こ
り
、

そ
れ
に
携
わ
っ
た
偉
人
た
ち
が
数

多
く
存
在
す
る
。
し
か
し
、日
本

史
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
人
物

は
ほ
ん
の
一
握
り
だ
。
知
名
度
は

低
い
が
、忘
れ
て
は
い
け
な
い
人
物

が
い
る
。
そ
の
ひ
と
り
が
、水
運
の

父
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
明
治

時
代
に
活
躍
し
た
角
倉
了
以（
す

み
の
く
ら
り
ょ
う
い
）だ
。
私
財
を

投
じ
て
、嵐
山
の
渡
月
橋
が
架
か

る
保
津
川
、京
都
の
街
中
を
流
れ

る
高
瀬
川
の
開
削
を
行
い
、丹
後

か
ら
京
都
、大
阪
を
結
ぶ
水
運
を

完
成
さ
せ
、地
域
の
経
済
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
た
。

今
回
の
旅
は
、
了
以
の
生
ま
れ

育
っ
た
京
都
・
嵐
山
を
起
点
に
、保

津
川
に
沿
っ
て
京
都
府
中
北
部
の

丹
波
エ
リ
ア
に
向
か
お
う
と
思
う
。

平
成
2�
年
夏
に
は
、京
都
縦
貫
自

動
車
道
が
全
線
開
通
し
、京
都
府

北
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
ぐ
ん
と
便
利

に
な
っ
た
ば
か
り
。
思
い
切
っ
て
日

本
海
を
目
指
し
、日
本
三
景
と
し

て
有
名
な
天
橋
立
ま
で
足
を
延
ば

し
て
み
よ
う
。
郊
外
の
自
然
豊
か

な
エ
リ
ア
に
行
き
、今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
京
都
の
魅
力
を
探
し
た
い
。
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初
に
訪
れ
た
の
は
京
都
・
嵐

山
。
渡
月
橋
の
左
岸
を
上
流

に
向
か
う
と
見
え
て
く
る
小

高
い
丘
が
亀
山
公
園
だ
。
そ
こ
に
は
青
空

を
背
景
に
、角
倉
了
以
像
が
堂
々
と
そ
び

え
て
い
た
。

　
角
倉
家
は
古
く
か
ら
の
医
家
で
、足
利

将
軍
家
に
代
々
仕
え
て
医
学
の
発
展
に
尽

く
し
て
き
た
。
そ
の
後
、朱
印
船
貿
易
で

財
を
成
し
、「
京
の
三
長
者
」の一つ
に
挙
げ

ら
れ
る
ほ
ど
の
豪
商
と
な
っ
た
。
多
く
の

富
を
得
た
了
以
は
、私
財
を
投
じ
て
保
津

川
工
事
と
い
う
公
共
工
事
に
投
資
し
た
。

　
保
津
川
は
、京
都
府
西
部
を
南
東
に
流

れ
る
川
。
上
流
部
は
大
堰 

（
お
お
い
） 

川

と
呼
ば
れ
、亀
岡
盆
地
の
出
口
付
近
か
ら

保
津
川
と
な
っ
て
保
津
峡
を
流
れ
、嵐
山

の
渡
月
橋
で
京
都
盆
地
に
出
て
か
ら
は

桂
川
と
な
る
。
こ
の
水
流
は
、京
都
・
大
阪

へ
の
物
資
の
輸
送
路
と
し
て
の
役
割
を
担

い
、
長
岡
京
・
平
安
京
の
造
営
時
に
は
丹

波
の
良
質
な
天
然
木
材
を
筏
で
運
び
、都

の
造
営
や
寺
の
建
立
、
城
の
造
営
・
修
築

に
利
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、江
戸
時
代
ま

で
の
間
、材
木
の
運
搬
に
限
ら
れ
て
い
た
の

は
、そ
の
深
い
渓
谷
に
原
因
が
あ
っ
た
か
ら
。

そ
こ
で
了
以
は
慶
長
11
（
1
6
0
6
）
年

３
月
、51
歳
の
と
き
に
開
削
に
取
り
組
ん

だ
。
大
岩
を
爆
破
し
た
り
、叩
き
砕
く
な

ど
多
数
の
死
者
が
出
る
難
工
事
だ
っ
た
が
、

５
カ
月
間
と
い
う
短
期
間
で
完
成
さ
せ
た
。

私
財
を
投
じ
て

河
川
を
開
削
し
、

京
都
の
発
展
に

貢
献
し
た

角
倉
了
以
。

保津橋શ 368ϝートルの̒ؒܘ
࿈ଓ̥̘ エクストϥドーζド橋ɻ100ϝー
トルの支ؒʹؔΘΒͣɺ2.8ϝート
ルのܻ高͕࣮ݱ Ε͞ɺ؍ܠͱࢪ工ੑ
͕高ΊΒΕ͍ͯΔɻా中डɻ

…

保津ڮ

࠷

 incoming of spring

Trip 
in Kyoto

2

1 .渡݄橋ɿ京都Β͠ ͍෩光໌ᇪͳܠ
৭͕広͕Δ渡݄橋エリΞɻཛྷࢁͱ͍
͑࠷ॳʹ͍ࢥग़͢シンϘリοクత
ଘ2 ͩࡏ .保津川ԼΓɿय़ࡩɺՆ
ਂɺळߚ葉ɺౙઇܠ৭ʜق࢛
の෩ܠサル鹿ͱ͍ ͬͨ ಈͱの
ग़会͍Λָ͠ ΊΔ � .角ྃҎ ɿ૾ཛྷ
ُ・ࢁ ʹԂެࢁ Δ͋ɻൾจʹ大ੴ
Λ大のਓͰҾ͖ಈ͔͠ ͨͳͲ工
ॻ͔Ε͍ͯΔ 4͕ࢠの༷ࣄ .ࠧե
トϩοコྻ ɿंࠧ ե Βُ͔岡·Ͱの
ยಓ7.3ΩϩϝートルΛ25分͔͚ͯ
ӡ͢ߦΔ

イ
ケ
メ
ン
船
頭
さ
ん
と
出
会
え
る
？

急
流
の
ス
リ
ル
満
点
の
保
津
川
下
り
。

山
公
園
か
ら
嵐
山
を
散
策
し

て
嵯
峨
野
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
ト

ロ
ッ
コ
嵯
峨
駅
へ
と
向
か
っ
た
。

こ
の
列
車
は
、Ｊ
Ｒ
山
陰
線
の
複
線
化
に

よ
っ
て
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
線
路
の
観
光

利
用
を
目
的
に
平
成
３
年
に
開
業
さ
れ
た
。

駅
の
ホ
ー
ム
は
カ
メ
ラ
を
提
げ
た
観
光
客
で

賑
わ
い
、列
車
が
到
着
す
る
と
歓
声
が
沸

き
上
が
っ
た
。
カ
タ
コ
ト
と
し
た
揺
れ
を
感

じ
な
が
ら
保
津
川
の
渓
谷
美
を
眺
め
て
い

る
と
、あ
っ
と
い
う
間
に
ト
ロ
ッコ
亀
岡
駅
に

到
着
。
送
迎
バス
で
保
津
川
下
り
の
乗
船

場
に
足
を
運
ん
で
み
る
と
、近
く
に
は
保
津

橋
が
存
在
感
を
放
っ
て
い
た
。
景
観
に
配

慮
し
た
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
の
橋
は
、地
域
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
保
津
川
の
役
割
は
、道
路
や
鉄
道
が
発

達
し
た
明
治
以
降
は
物
資
輸
送
か
ら
観

光
へ
と
本
格
的
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
今
で

は
山
間
の
渓
谷
を
16
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
流
れ
て

嵐
山
ま
で
の
約
２
時
間
、自
然
と
触
れ
合

い
な
が
ら
ス
リ
ル
あ
る
急
流
の
船
旅
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。
年
間
約
�0
万
人
の
観

光
客
が
乗
船
し
、紅
葉
シ
ー
ズ
ン
は
25
人
乗

り
の
船
が
、１
日
１
０
０
回
以
上
も
川
を
下

る
。
船
は
ト
ラ
ッ
ク
が
３
隻
ず
つ
積
ん
で
運

搬
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　
現
在
、亀
岡
市
と
そ
の
周
辺
エ
リ
ア
で

暮
ら
す
約
１
２
０
人
の
船
頭
が
活
躍
し
て

い
る
。
ベ
テ
ラ
ン
が
中
心
だ
が
、
最
近
で
は

20
代
の
イ
ケ
メ
ン
男
子
が
増
え
、保
津
川
下

り
を
盛
り
上
げ
て
い
る
そ
う
だ
。

ُ
1
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1 .渡݄橋ɿ京都Β͠ ͍෩光໌ᇪͳܠ
৭͕広͕Δ渡݄橋エリΞɻཛྷࢁͱ͍
͑࠷ॳʹ͍ࢥग़͢シンϘリοクత
ଘ2 ͩࡏ .保津川ԼΓɿय़ࡩɺՆ
ਂɺळߚ葉ɺౙઇܠ৭ʜق࢛
の෩ܠサル鹿ͱ͍ ͬͨ ಈͱの
ग़会͍Λָ͠ ΊΔ � .角ྃҎ ɿ૾ཛྷ
ُ・ࢁ ʹԂެࢁ Δ͋ɻൾจʹ大ੴ
Λ大のਓͰҾ͖ಈ͔͠ ͨͳͲ工
ॻ͔Ε͍ͯΔ 4͕ࢠの༷ࣄ .ࠧե
トϩοコྻ ɿंࠧ ե Βُ͔岡·Ͱの
ยಓ7.3ΩϩϝートルΛ25分͔͚ͯ
ӡ͢ߦΔ

イ
ケ
メ
ン
船
頭
さ
ん
と
出
会
え
る
？

急
流
の
ス
リ
ル
満
点
の
保
津
川
下
り
。

山
公
園
か
ら
嵐
山
を
散
策
し

て
嵯
峨
野
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
ト

ロ
ッ
コ
嵯
峨
駅
へ
と
向
か
っ
た
。

こ
の
列
車
は
、Ｊ
Ｒ
山
陰
線
の
複
線
化
に

よ
っ
て
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
線
路
の
観
光

利
用
を
目
的
に
平
成
３
年
に
開
業
さ
れ
た
。

駅
の
ホ
ー
ム
は
カ
メ
ラ
を
提
げ
た
観
光
客
で

賑
わ
い
、列
車
が
到
着
す
る
と
歓
声
が
沸

き
上
が
っ
た
。
カ
タ
コ
ト
と
し
た
揺
れ
を
感

じ
な
が
ら
保
津
川
の
渓
谷
美
を
眺
め
て
い

る
と
、あ
っ
と
い
う
間
に
ト
ロ
ッコ
亀
岡
駅
に

到
着
。
送
迎
バス
で
保
津
川
下
り
の
乗
船

場
に
足
を
運
ん
で
み
る
と
、近
く
に
は
保
津

橋
が
存
在
感
を
放
っ
て
い
た
。
景
観
に
配

慮
し
た
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
の
橋
は
、地
域
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
保
津
川
の
役
割
は
、道
路
や
鉄
道
が
発

達
し
た
明
治
以
降
は
物
資
輸
送
か
ら
観

光
へ
と
本
格
的
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
今
で

は
山
間
の
渓
谷
を
16
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
流
れ
て

嵐
山
ま
で
の
約
２
時
間
、自
然
と
触
れ
合

い
な
が
ら
ス
リ
ル
あ
る
急
流
の
船
旅
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。
年
間
約
�0
万
人
の
観

光
客
が
乗
船
し
、紅
葉
シ
ー
ズ
ン
は
25
人
乗

り
の
船
が
、１
日
１
０
０
回
以
上
も
川
を
下

る
。
船
は
ト
ラ
ッ
ク
が
３
隻
ず
つ
積
ん
で
運

搬
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　
現
在
、亀
岡
市
と
そ
の
周
辺
エ
リ
ア
で

暮
ら
す
約
１
２
０
人
の
船
頭
が
活
躍
し
て

い
る
。
ベ
テ
ラ
ン
が
中
心
だ
が
、
最
近
で
は

20
代
の
イ
ケ
メ
ン
男
子
が
増
え
、保
津
川
下

り
を
盛
り
上
げ
て
い
る
そ
う
だ
。

ُ
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こ
か
ら
は
京
都
縦
貫
自
動
車

道
を
利
用
し
、
了
以
が
開
削

を
行
っ
た
保
津
川
の
上
流
、世

木
地
区
（
京
都
府
南
丹
市
日
吉
町
）へ
と

向
か
っ
た
。
現
在
は
、日
吉
ダ
ム
と
道
の
駅

が
造
ら
れ
、週
末
に
は
地
元
や
近
隣
か
ら

の
観
光
客
が
訪
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　
日
吉
ダ
ム
は
、
淀
川
・
桂
川
流
域
の
治

水
と
京
阪
神
へ
の
利
水
を
兼
ね
備
え
た

多
目
的
ダ
ム
と
し
て
平
成
10
年
３
月
に
完

成
し
た
。
ダ
ム
湖
（
天
若
湖
）の
貯
水
容

量
は
６
６
０
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
、そ
の

広
さ
は
甲
子
園
球
場
�0
倍
、
水
量
は
東

京
ド
ー
ム
5�
杯
分
の
水
を
貯
え
る
巨
大
な

人
造
湖
だ
。
こ
の
日
吉
ダ
ム
の
直
下
に
は

道
の
駅
『
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ
し
』が
あ
り
、

自
然
豊
か
な
広
大
な
敷
地
に
は
、Ｂ
Ｂ
Ｑ

ガ
ー
デ
ン
や
ひ
よ
し
温
泉
、温
水
プ
ー
ル
、レ

ス
ト
ラ
ン
、
特
産
品
販
売
所
な
ど
の
施
設

が
充
実
し
て
い
る
。

　
そ
ろ
そ
ろ
お
腹
が
空
い
て
き
た
の
で

『
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ
し
』
で
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
。
名
産
品
の
黒
豆
豆
乳
を
使
っ
た
薬

膳
ラ
ー
メ
ン
、ぼ
た
ん
鍋
、伝
統
料
理
の
納

豆
も
ち
な
ど
の
多
彩
な
メ
ニュ
ー
が
揃
う
な

か
、「
日
吉
ダ
ム
カ
レ
ー
」を
注
文
し
た
。
カ

レ
ー
ル
ー
の
貯
水
池
と
古
代
米
の
芝
生
公

園
の
間
を
地
元
産
の
お
米
で
つ
く
っ
た
日

吉
ダ
ム
が
堰
き
止
め
、放
水
を
福
神
漬
け

で
表
現
し
て
い
る
点
が
ユニ
ー
ク
。
窓
越
し

に
日
吉
ダ
ム
を
望
み
、味
わ
っ
た
ピ
リ
辛
の

カ
レ
ー
は
格
別
だ
っ
た
。

　
昼
食
後
に
ダ
ム
の
周
辺
を
散
策
す
る
と

野
鳥
の
声
と
爽
や
か
な
風
が
心
地
よ
か
っ

た
。
そ
し
て
「
夢
の
か
け
橋
」
と
い
う
名
の

湖
面
橋
を
発
見
し
た
。

日٢μϜશମΛදͨ͠ݱΧ
レーɻͪͳΈʹશࠃʹ
60Ҏ্のμϜΧレー͕͋Δ
ͦ͏ ͩ

…

吉μムΧϨʔ

日٢μϜのμϜބʹՍ͔Δ橋ྊɻބ໘͕ڸのΑ͏ ʹͳΓɺ
͢ ͱͬ৳ͼΔ橋ྊͱࢁʑΛࣸ͠ ৭͕ҹతͩܠͨ

…

ເのか͚ڮ

ฏ̑ ʮʹҬʹ։͔ΕͨμϜʯの第̍号ʹ
ఆ͞ࢦ Εͨ日٢μϜɻͱ建ஙの分͕協ྗ
ͯ͠一ͭのͮ͘؍ܠ ΓΛྫͨͬߦશࠃతʹ
গͳ͘ ɺ業ք Β͔͞ Ε͍ͯΔ

ࣸਅఏڙɿۙ ہํඋـ

…

吉μムとεϓϦϯάεͻよし

日
吉
ダ
ム
に
隣
接
し
た
道
の
駅
。

大
自
然
の
中
で

�

爽
や
か
な
風
と
食
を
満
喫
。

͜

 incoming of spring

Trip 
in Kyoto

戸
時
代
は
京
か
ら
亀
岡
、
福

知
山
か
ら
但
馬
へ
と
つ
な
が
る

山
陰
街
道
が
主
要
街
道
だ
っ

た
が
、現
在
で
は
国
道
９
号
線
が
ほ
ぼ
そ

の
ル
ー
ト
を
継
承
す
る
。
さ
ら
に
平
成
2�

年
７
月
に
は
京
都
府
を
南
北
に
縦
貫
す

る
京
都
縦
貫
自
動
車
道
が
約
�5
年
の
歳

月
を
か
け
て
全
線
開
通
し
た
。

　
京
都
縦
貫
自
動
車
道
は
、日
本
海
に

面
す
る
宮
津
市
の
宮
津
天
橋
立
Ｉ
Ｃ
を

起
点
に
京
都
府
久
世
郡
久
御
山
町
の

久
御
山
Ｉ
Ｃ
に
い
た
る
延
長
約
１
０
０
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
高
規
格
幹
線
道
路
。
京

丹
波
わ
ち
Ｉ
Ｃ
か
ら
丹
波
Ｉ
Ｃ
ま
で
の

１
８
・
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
が
新
た
に

開
通
し
た
。
こ
の
京
丹
波
わ
ち
Ｉ
Ｃ
付
近

に
架
か
る
京
丹
波
由
良
川
橋
の
橋
脚
の

高
さ
は
最
大
50
メ
ー
ト
ル
。
自
然
豊
か
な

山
間
部
の
上
空
を
貫
く
ス
ケ
ー
ル
は
圧
巻

で
、
下
か
ら
見
上
げ
る
と
迫
力
は
さ
ら
に

増
す
。

　
国
土
交
通
省
が
発
表
し
た
全
線
開
通

後
の
夏
期
利
用
状
況
に
よ
る
と
、開
通
し

た
区
間
の
休
日
の
交
通
量
は
前
年
比
２

倍
に
な
り
、京
都
北
部
の
観
光
地
の
来
場

京都ॎ؏ࣗಈंಓの新ͨʹ։通͠ ͨ区ؒʹɺ̔ Χ所
のトンωルɺ17Χ所の橋ྊ͕ଘࡏɻલ୩川橋ɺ୍ ୩
高Ս橋ͱ大 ͳ͖橋ྊ͕ଓ͘

…

ॎ؏ಓのڮたͪ

࿈ଓϥーϝンശܻ橋ɻؒܘ8
Χンチレόー工๏（ Ζ͑͡
工๏）ʹ ΑΔ্部工のுΓग़͠
Λࠨ͍ߦɺ ӈのόϥンスΛऔΓ
ͳ͕Β２िؒͰ３ϝートルͣͭ
৳ɻ࠷大支ؒ136ϝート
ル͋Γɺಉ͡工ఔΛ20ճ܁Γ
ฦ͠ ͨ

…

京୮༝ྑ川ڮ

͋͞ Γম͖ɺͪ ΓͱΓのΑ͏ ͳܗΛ͠
ͨమ൘ʹࢁΓの͋͞ Γ͕ ɻ一ͭͻ
ͱͭの͕大͖͘ ɺ;ͬ͘ Βプリプリͱ
͍ͯͨ͠

…

富ాのྉཧ
έーϒルΧーリϑトͰࡿ松ެԂの
ల台ʹ͘ߦ ͱఱ橋ཱのશܠΛΉ

ͱ͕͜ Ͱ͖ Δ

…

天ཱڮ

京
都
縦
貫
自
動
車
道
で
京
都
北
部
へ

宮
津
で
新
鮮
な
魚
介
を
堪
能
。

ߐ

者
も
３
割
近
く
増
加
。
物
流
の
効
率
化

や
生
活
環
境
の
向
上
と
い
っ
た
「
ス
ト
ッ
ク

効
果
」、さ
ら
に
観
光
客
増
加
や
民
間
需

要
の
拡
大
、雇
用
創
出
等
に
よ
る「
フ
ロ
ー

効
果
」
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
進
ん
だ
。

了
以
は
、そ
の
先
駆
者
と
し
て
同
様
の
実

績
を
上
げ
た
と
い
え
る
。

　
日
が
暮
れ
る
前
に
宮
津
天
橋
立
Ｉ
Ｃ
に

到
着
。
宮
津
駅
前
の
居
酒
屋
「
富
田
屋

（
と
ん
だ
や
）」
で
夕
食
を
取
っ
た
が
、
平

日
に
も
関
わ
ら
ず
満
席
状
態
だ
っ
た
。
お

腹
が
空
い
た
勢
い
に
乗
っ
て
刺
身
や
煮
付

け
、あ
さ
り
焼
き
、カ
ニ
な
ど
魚
介
を
中
心

に
注
文
し
た
が
、ど
れ
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ

り
で
美
味
し
い
。
も
う
何
も
入
ら
な
い
く

ら
い
に
満
腹
に
な
っ
た
。
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大Խ２（̒ ̐̒ ）ʹಸྑݩ興
のૐ・ಓࣉ （ొͲ͏ ͱ）ʹ Αͬ
ͯՍ Β͚Εͨ日本三古橋の
一ͭʹ Β͑ΕΔɻ͍ʹ͠
͑の࣌代͔Βࡏݱ·ͰɺӉ
のͱ࣏͠ ͯ͠ ·Ε͍ͯ
Δɻࡏݱの橋ฏ18
ʹՍ͚ସ Β͑Ε ͨの

…

Ӊڮ࣏

ઙͰΏͬͨΓͱྲྀΕΔ高
川ɺ京都屋町ʹझ͋
Δ෩ܠΛͭ Γͩ͘͢ɻ 京都
のࡩの名所ͱ͠ ͯਓؾの
スϙοト

…

高瀬川

朝
に
立
ち
寄
っ
た
の
は
日
本
三

景
の
ひ
と
つ
天
橋
立
。
宮
津

湾
と
内
海
の
阿
蘇
海
を
南
北

に
隔
て
る
3.
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
砂
州
の

一
帯
に
は
約
８
千
本
の
松
林
が
続
く
。
東

側
の
砂
浜
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
波
の
音
が

心
地
い
い
。
澄
ん
だ
空
と
青
い
海
、
爽
快

な
風
を
浴
び
、気
分
転
換
が
で
き
た
。

　
了
以
は
京
都
市
の
中
心
地
か
ら
伏
見

へ
と
流
れ
る
高
瀬
川
の
開
削
も
行
い
、
宇

治
や
大
阪
へ
の
物
流
イ
ン
フ
ラ
構
築
に
も

貢
献
し
た
。
そ
こ
で
今
日
は
京
都
縦
貫

自
動
車
道
を
一
気
に
南
下
し
て
、
宇
治

市
ま
で
足
を
延
ば
し
て
み
よ
う
と
思
っ

た
。
ち
な
み
に
高
瀬
川
は
、
了
以
と
息

子
の
素
庵
（
そ
あ
ん
）に
よ
っ
て
慶
長
19

（
1
6
1
4
）年
に
開
か
れ
た
運
河
で
、角

倉
川
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
で
高

瀬
舟
が
物
資
を
運
び
、京
の
町
は
大
き
く

発
展
し
た
が
、同
年
７
月
、了
以
は
高
瀬
川

の
完
成
を
見
る
こ
と
な
く
亡
く
な
っ
た
。

　
ま
ず
は
宇
治
市
の
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
を
訪
れ
た
。『
源
氏
物
語
』は
平
安

時
代
半
ば
に
紫
式
部
が
書
い
た
長
篇
小

説
。
五
十
四
帖
の
中
の
最
後
の
十
帖
は
、

宇
治
が
主
な
舞
台
に
な
っ
て
い
る
。

　
寝
殿
造
り
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
柔
ら
か

な
ウ
エ
ー
ブ
を
描
く
Ｐ
Ｃ
構
造
の
屋
根
を

く
ぐ
る
と
、王
朝
絵
巻
の
華
や
か
な
世
界

が
広
が
る
。
館
内
で
は
源
氏
物
語
や
そ
の

背
景
に
あ
る
平
安
文
化
が
再
現
さ
れ
、タ
イ

ムス
リ
ッ
プ
を
し
た
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
。

京
都
宇
治
で

優
雅
で
華
や
か
な

「
源
氏
物
語
」の
世
界
を

愉
し
む
。

ཌ

 incoming of spring

Trip 
in Kyoto

　
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら
宇
治
橋

を
渡
り
、宇
治
川
の
上
流
に
向
か
う
と
世

界
文
化
遺
産
の
平
等
院
、そ
の
先
に
は

天
ヶ
瀬
ダ
ム
と
工
事
中
の
橋
が
見
え
て
き

た
。
現
場
に
い
た
職
員
さ
ん
に
聞
い
た
と

こ
ろ
、白
虹
橋
（
は
っ
こ
う
ば
し
）と
い
う
Ｐ

Ｃ
橋
で
、周
辺
の
自
然
と
調
和
す
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
た
そ
う
だ
。
来
春
に
は
、
美

し
い
桜
の
風
景
と
一
体
と
な
っ
た
ス
レ
ン
ダ
ー

な
姿
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

ఱϲμϜのʹՍ Δ͔ࠃ内
Ͱ̑橋のࣗఒ̥̘ࣜ চ
൛橋ɻ์ਫトンωルの͕ޱ
ന橋のҐஔͱॏͳΔͨΊɺ
Ս͚ସ͕͑ ඞཁͱͳͬ ͨɻ

…

നڮ

…

代の৸఼ΓのΑ͏࣌ϛϡʔδΞム  ฏ安ޠࢯݯ ͳ༏խͰΘΒ͔ ͳۭؒΛग़͢Δͨ ΊʹɺࢯݯޠϛϡージΞϜの屋̥ࠜ Ͱͭ͘ߏ̘ ΒΕͨ

PCプレス　2016 ／ May ／ Vol.010 　  6



　
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら
宇
治
橋

を
渡
り
、宇
治
川
の
上
流
に
向
か
う
と
世

界
文
化
遺
産
の
平
等
院
、そ
の
先
に
は

天
ヶ
瀬
ダ
ム
と
工
事
中
の
橋
が
見
え
て
き

た
。
現
場
に
い
た
職
員
さ
ん
に
聞
い
た
と

こ
ろ
、白
虹
橋
（
は
っ
こ
う
ば
し
）と
い
う
Ｐ

Ｃ
橋
で
、周
辺
の
自
然
と
調
和
す
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
た
そ
う
だ
。
来
春
に
は
、
美

し
い
桜
の
風
景
と
一
体
と
な
っ
た
ス
レ
ン
ダ
ー

な
姿
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

ఱϲμϜのʹՍ Δ͔ࠃ内
Ͱ̑橋のࣗఒ̥̘ࣜ চ
൛橋ɻ์ਫトンωルの͕ޱ
ന橋のҐஔͱॏͳΔͨΊɺ
Ս͚ସ͕͑ ඞཁͱͳͬ ͨɻ

…

നڮ

…

代の৸఼ΓのΑ͏࣌ϛϡʔδΞム  ฏ安ޠࢯݯ ͳ༏խͰΘΒ͔ ͳۭؒΛग़͢Δͨ ΊʹɺࢯݯޠϛϡージΞϜの屋̥ࠜ Ͱͭ͘ߏ̘ ΒΕͨ

7 　  PCプレス　2016 ／ May ／ Vol.010

PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION



…
一保堂茶舗

京都ޚ所のೆ北ʹΔࣉ町通Γ
ʹ໘͢Δ一保ಊฮ本店ɻ͋ Γͨ
ʹࠎ౹屋ը࿓͕建ͪฒͿɻ

で
き
た
。
交
通
イ
ン
フ
ラ
は
時
代
と
と
も

に
水
運
だ
け
で
な
く
鉄
道
や
道
路
と
多
様

化
し
、新
し
い
構
造
や
施
工
技
術
が
次
々

と
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一つ
で
あ

る
Ｐ
Ｃ（
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）は

耐
久
性
や
安
全
性
、経
済
性
な
ど
に
優
れ
、

高
速
道
路
な
ど
の
大
規
模
橋
梁
や
特
殊

構
造
物
に
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
Ｐ
Ｃ

の
技
術
は
、日
本
で
は
ま
だ
65
年
の
歴
史

だ
が
、一
保
堂
茶
舗
の
「
茶
一つ
を
保
つ
」
の

精
神
で
技
術
を
研
鑽
し
、了
以
の
よ
う
な

効
率
か
つ
効
果
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
れ
ば
、ま
だ
ま
だ
成
長
す
る
分
野

だ
と
改
め
て
感
じ
た
。
了
以
を
通
じ
て
新

し
い
京
都
の
魅
力
を
知
り
、旅
を
十
分
に

堪
能
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

安土桃山・江戸初期の豪商。京都嵯峨の出身。土倉経営を中心に家業を発展させ、海外貿易でも文禄元年
（1592）豊臣秀吉の朱印船に加わり、安南国（今のベトナム）と貿易して莫大な富を得たようだ。
1606年に、保津川（大堰川）開掘の願書を出し、開削を始めて6ヵ月後には竣工させている。
他にも了以が行った河川疎通事業としては、富士川・天龍川・高瀬川等の開削がある。京都の高瀬の開削では、
水がいつも濁らぬよう、樋門や汚水抜きの溝なども配置してあり、この計画が非常に優秀なものであった事がわかる。

˞1F*（1rJWBte FJnBnce *nJtJBtJWe ɿ プϥΠϕート・ϑΝΠφンス・ΠχシΞςΟϒ）ͱ
͠༺׆ͼٕज़తྗΛٴ営ྗܦɺۚࢿཧɺӡ営Λຽؒの࣋設の建設ɺҡࢪڞެ ߦ͏ͯ 新͠ ͍ख๏の ͱ͜

治
と
い
え
ば
有
名
な
の
は
宇
治

茶
。
も
う
す
ぐ
新
茶
の
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
る
時
期
。
せ
っ
か
く

な
の
で
了
以
が
開
削
し
た
高
瀬
川
を
経
由

し
て
、友
人
に
紹
介
さ
れ
た
一
保
堂
茶
舗
で

お
茶
に
つ
い
て
教
わ
っ
て
き
た
。

　
一
保
堂
茶
舗
は
、
約
３
０
０
年
以
上
の

歴
史
を
誇
る
日
本
茶
専
門
店
だ
。
弘
化
３

（
1
8
4
6
）
年
に
山
階
宮（
や
ま
し
な
の

み
や
）か
ら「
茶
一つ
を
保
つ
」よ
う
に
と
屋
号

を
賜
り
、茶
葉
の
魅
力
を
伝
え
続
け
て
い
る
。

　
早
速
、
店
主
が
淹
れ
て
く
れ
た
お
茶

を
い
た
だ
く
と
、ま
ろ
や
か
な
熟
成
さ
れ

た
味
わ
い
と
香
り
が
口
の
中
に
広
が
っ
た
。

茶
摘
み
は
立
春
か
ら
八
十
八
夜
を
過
ぎ
た

こ
ろ
に
始
ま
り
、10
日
前
後
で
商
品
が
店

頭
に
並
ぶ
。「
新
茶
な
ら
で
は
の
若
い
香

り
は
、ほ
ん
の
ひ
と
月
だ
け
味
わ
う
こ
と
の

で
き
る
旬
の
も
の
。
愉
し
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
」と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
。

　
心
地
よ
い
も
て
な
し
で
エ
ピ
ロ
ー
グ
を
迎

え
た
京
都
の
旅
で
は
、P
F
I
の
先
駆
け

と
な
る
保
津
川
と
高
瀬
川
の
開
削
に

取
り
組
ん
だ
了
以
の
功
績
を
巡
る
こ
と
が

˞

角倉 了以 すみのくら りょうい （1554～1614年）

宇

 incoming of spring

Trip 
in Kyoto

創
業
約
3
0
0
年
の
京
都
の
老
舗
で

お
茶
の
知
識
や
、淹
れ
方
を
学
ぶ
。
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